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概要 

 ＯＤＦ解析する場合、入力極点図に対して、必要なら対称操作を行う事があります。 

   例えば、ＬａｂｏＴｅｘの場合、 

  

 の様な対称操作が考えられます。 

   ＴｅｘＴｏｏｌｓの場合 

  

 Ｆｕｌｌ，１／４，Ｆｉｂｅｒ対称操作がサポートされています。 

 

  しかし、ＬａｂｏＴｅｘの１／２対称操作は、極点図の中心に対する点対称で、通常見られる 

 ＲＤ軸に対するミラー対称がサポートされていません。 

  

 

 そこで、PFtoODFソフトウエアでは、 

 Ｆｕｌｌ、１／２、１／４、Ｆｉｂｅｒ対称操作による平均化をサポートしました。 

  

 

入力極点図をそのまま解析 

１／２対称操作 

１／４対称操作 

Ｆｉｂｅｒ操作 



ＰＦｔｏＯＤＦ３の対称操作 

  

  

  

 

 

 



対応ＯＤＦソフトウエア 

   

 Ｓｙｍｍｅｔｒｉｃ操作が可能なソフトウエアはＬａｂｏＴｅｘｔｏＴｅｘＴｏｏｌｓで 

 他のソフトウエアでは、Ｓｙｍｍｅｔｒｉｃ操作しても作成されるデータは、Ｆｕｌｌデータの 

 ままで、平均化されていません。 

 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦでは、ＯＤＦ内部で、１／４平均処理がされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘによるＴｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｍｏｎｏｃｌｉｎｉｃ 

 上段は、入力データ、中段は、ＲＤ軸に対し中心点対称、下段は PFtoODFによるＨａｌｆ操作 

 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘの１／２操作はＰＦｔｏＯＤＦの１／２操作と異なります。 

 

 


